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	応用
	抗原情報
	背景
	コア結合因子（CBF）は、多くのエンハンサーおよびプロモーターのコアエレメントに結合するヘテロ二量体転写因子です。この遺伝子によってコードされるタンパク質はCBFのαサブユニットを構成し、正常な造血の発達に関与していると考えられています。この遺伝子が関与する染色体転座は十分に報告されており、いくつかの種類の白血病との関連が報告されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。（RefSeq提供）組織特異性：脳と心臓を除くすべての組織で発現が認められます。最も高い発現レベルは胸腺、骨髄、末梢血です。
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	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Jurkat 細胞溶解物に対する RUNX1 マウス mAb を使用したウエスタン ブロット分析。

